
 

 

委員提出意見 

 

１  帯広圏のデジタル化で実現したいことや重点的に取り組みたい分野について記載してくだ

さい。 

 

２  帯広圏のデジタル化で目指す姿について、どのように考えますか。 

また、その目指す姿を端的なフレーズで表すとしたら、どのような言葉（キーワード）を用

いるとよいと思いますか。 

 

３  その他、ご意見等があればご自由にお書きください（別紙でも結構です） 

  

1）いわゆる「書かない窓口」、行政手続きのオンライン化（特に子育て支援周り） 

2）義務教育におけるICT教育の充実 

3）食産業、農業分野におけるDX支援 

4）難しい分野であるが、公共交通において新たな仕組みにつながる取組 

 

・若い世代や未来に向けた取組に、より重点を置きたい。 

・生活圏として相互に転出入が想定されることから、特に1）2）については自治体間で

統一性が高いことが望ましい。 

 

・行政分野でもシームレス感のある生活都市圏 

・子育て世代を入り口にして、その親世代が自然とデジタル化に向かう地域社会 

 （「世代をつなぐ」等） 

・ローカルハブに象徴されるような、地域の成長性を感じさせるフレーズを入れること

が特色になると考える。 
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⚫ 実現したいこと 

➢ 生活圏の重なる１市３町の圏域における暮らしやすさの向上 

➢ 意識することなく、暮らしに活かされるデジタル技術 

⚫ 重点的に取り組みたい分野 

➢ データ流通の円滑化により、子育て世代の情報アプローチを容易にする 

 

⚫ 目指す姿 

➢ １市３町だけでなく、まわりの町村にも波及させていくことができ、その結果とし

て十勝圏域として暮らしやすさの向上に寄与していくこと 

⚫ 端的なフレーズ 
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・農業分野 

・住民サービスに関する分野 

・防災分野 

・観光分野 

・医療分野 

目指す姿・・・帯広圏域どこでも・誰でもデジタル化のメリットを享受できる 

多くの市民・町民がデジタル化による利便性の向上を実感できるようにすることが重

要であり、理念と並行して具体的な取組を検討していく必要がある。 
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デジタル化で実現したいことは、生活圏を共有する１市３町の連携による住民サー

ビスの向上です。 

 

 

 



神尾委員長 提出意見 

１  帯広圏のデジタル化で実現したいことや重点的に取り組みたい分野について記載してくだ

さい。 

 

２  帯広圏のデジタル化で目指す姿について、どのように考えますか。 

また、その目指す姿を端的なフレーズで表すとしたら、どのような言葉（キーワード）を用

いるとよいと思いますか。 

 

３  その他、ご意見等があればご自由にお書きください（別紙でも結構です） 

 

日本随一の食糧自給率を誇る地域の特性を広く知らしめ、全国で最も“圏民（都市圏市民・町民の総

体）“が豊かさを認識できる圏域を実現するための取組みを展開していきたい 

（都市圏の経済的な方向性を都市圏の住民すべてが理解し応援している姿） 

 アグリ・ゼロカーボン実現プロジェクト 

 エリア・デマンド交通物資供給システムの構築 

 デジタル・アグリグローバル人材輩出推進 

 地域健康データベース・食生活予防データベースの形成 

 帯広都市圏エネルギー商品の開発 など 

一つは、人口規模は中規模都市ながらも、（十勝地域の経済力を背景に）高い生産性と事業創発力を

有する北海道の“ローカルハブ”  

・農事業そのものの生産性が高い 

・農・食の付加価値化・企業化によって生産性の高いセクターが生まれている 

・関連企業・産業の集積が実現されている 

・グローバル（都市）共同で食・農に関する研究開発と事業化が推進されている など 

 

二つは、帯広都市圏の市民町民の日常的生活と人生を営むうえでの希望が提供されている“ウエルビ

ーイング・コミュニティ” 

・人生設計ウエルネス 

・健康ウエルネス 

・移動ウエルネス 

・安心ウエルネス 

 

双方を兼ね備えた名称として、例えば“アグリ・ウエルネス・ハブ（広域圏なのでエリアと用語を加

えることもあり）”というキーワードが想定されます。 

 

“アグリ・ウエルネス・ハブ” 

農の力で新しい事業創造を生み、それを支える豊かさでサステナブルなまちが息づい

ている。 
この段階では抽象的な表現にとどまってしまう点、ご了承ください。 

なお帯広圏の将来像の参考になるドイツの都市圏の一つとして、オルテンブルグ市及びその周辺地

域が挙げられます（食・農＋製造業＋医薬品で生産性を伸ばしている）。このような事例を研究す

ることも有効だと思います。 


